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論文の内容の要旨
　細胞接着はあらゆる多細胞生物にとって必須の現象であり，高等植物は細胞壁を介して細胞聞の接着を行って
いるが，細胞接着の主役であるペクチン，および，その他の細胞壁多糖の機能や生合成のメカニズムについては，
未知の部分が多く，酵素の活性測定すら困難なのが現状である。
　本研究では，ルo加舳助励α鋤狗伽の菊培養により得られた半数体植物を材料に用い，不定芽形成能力を失う
と同時に，細胞接着性の弱くなった細胞塊を形成する変異体の作出を行った。半数体N女の葉切片に，重イオン
ビーム照射により変異を誘発し，不定芽誘導培地で培養したところ，細胞接着性が弱く，不定芽形成能力を失っ
たぺ一スト状のカルスが出現した。また，同じく半数体N女の葉切片に，TDNAをアグロバクテリウムを介して
導入し，ジーンタギングを行ったところ，同様のカルスが出現し，そのうち2株（〃o1雌亙14，κoZ脈亙18）をNOLAC
（mルorgan㎝eniccanuswith丑oose1ya晦chedce11s）として確立した。
　ηo加ひ亙14では，細胞問が分離しているとともに，ヘミセルロースが主に抽出される4MKO獺画分において，ペ
クチン構成成分が，正常株のラインに比べ減少していた。特にアラビノースに関しては，変異株では正常株の約
1／8量しか存在しなかった。一方，〃oZ阯亙14の培養培地中には，多量のペクチン多糖が検出された。これらの’
ことは，舳1俳H14では，本来細胞壁の骨格（ヘミセルロース）と結合するべきペクチンが，培地中にリークして
いる可能性を示唆していた。さらにペクチンの糖結合様式を解析したところ，〃oZ阯亙14ではヘミセルロースと強
い結合性を有する長いアラビノース側鎖を持つペクチンが存在していなかった。以上より，ペクチンとヘミセル
ロースの複合体の形成が細胞接着に重要であり，その複合体の形成には長いアラビノース側鎖が必要であること
が明らかとなった。
　秘oZ脈捌8では，㌶o加’H14と同様に細胞接着性が弱く，グルクロン酸量が1／8以下になっていた。TDNAが挿入
された遺伝子は，予想酸素活性領域が動物のグルクロン酸転移酵素の酵素活性領域と相同性が高いことが判明し，
助PGひτ（pectinGbc虹㎝y吐ansferase）と命名された。助P0びτを雛o加ひ捌8において過剰発現させた形質転換体
を作成した結果，約80％が不定芽を形成し，グルクロン酸（GlcA）量が回復し，細胞壁成分は正常株とほぼ同様
の成分を示した。正常株のラムノガラクツロナンーn（RG一瓦）では，その全てがRG－Iトホウ素二量体（dRG
－n－B）として存在したが，郷oゐひ亙18のRG－nはG1cAを欠き，82％以上がRG一皿単量体として存在した。相
補体では，全てdRG－H－Bとして存在した。以上のことから，助pGびTが勿o加ひ孤8の変異遺伝子であること
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が判明した。助PGστタンパク質の局在性をGFP融合タンパク質を用いて調べたところ，小胞体に局在すること
が示された。また，助κστは茎頂，根のメリステムで発現が強いことが加∫伽hybridizationおよびP柳κびデGUS
形質転換体により示された。
　以上の結果より，高等植物の器官分化・細胞接着には，ヘミセルロースーペクチン複合体の形成が必須であり，
その形成には，ペクチンの長いアラビノース側鎖とRG－n領域へのグルクロン酸の転移が必要であることが明ら
かとなった。また助PGστは，ペクチンに対する新規のグルクロン酸転移酵素遺伝子であり，その発現はメリス
テムにおける強固な細胞接着に必須であることが示された。本研究は，今後の細胞壁多糖合成，細胞接着機構の
メカニズムの解明に重要な知見を提供するものであると考えられる。
審査の結果の要旨
　現在まで，細胞接着の主役であるペクチン，および，その他の細胞壁多糖の機能や生合成のメカニズムについ
ては，ほとんど解明されておらず，酵素の活性測定すら困難な状態であった。本論文は，高等植物の細胞接着現
象において，ペクチンのアラビナンが細胞壁骨格との結合に重要であることを証明しただけではなく，新規のペ
クチンーグルクロン酸転移酵素遺伝子助κστを同定するに至っている。本研究は，ペクチンに対する糖転移酵
素の最初の報告であるという意味でも重要であるが，ここで得られた知見は，今後の高等植物の細胞接着メカニ
ズムの解明に大きな一歩をもたらすものとして，その価値は高い。
　よって，著者は博士（理学）の学位を受けるに十分な資格を有するものと認める。
一163一
